















本論文はへーゲル (G.W.F.Hegel， 1770-1831) の『法哲学要綱~ Grundlinien der Philo-










































ポリツアイについての記述は「第2章市民社会Jの fC佃祉行政と職業団体j 中の fa
福祉行政jにみられる (4)0 r要綱』は全部で360のセクシヨンから構成されているが、このうち~ 230から~ 249が相当する部分ということになる。しかしその他にも、直前の fB司法活動」の最終節~ 229や「欲求の体系」の~ 207、 「第3章国家」のうち「統治権Jを
論じた~ 287にもポリツアイ権に関する記述が散見できる。 ーさて、へーゲルはまず、~ 229で「一般理念と主観の特殊性との統 を、特殊な欲求の全
領域にまで押しひろげて実現するものとして、二つの機構がある。まず相対的な統一を
実現するのが社会政策の仕事であり 限定された具体的な場面で全体にかかごZT












すJ fPolizei はギリ、ヤ語の polis(都市国家)、 Politeia(政治)に由来することばで、.
もともとは国家の全品動をあら2すのですが いまは 国家共同体そのものの活動はあり
わさず、市民社会一外的国家ーにかかわる全体政策しかあらわさない。市民社会にむけて


























んJ [Hegel 2000:463J と説いている。また『要綱~ ~ 232では、 「犯罪は、公的権力によ
って阻止されたり、裁判にかけられたりしなければならないが、悪のわがままという偶
然性を備えた犯罪の他に、許容されるわがままといったものがあるJ [Hegel 2000:463 J 
としている。 w講義』においても、ヘーゲルは「社会政策はまったくの外面生活にかかわ
るもので、犯罪をあっかう裁判所とは別ものJ [Hegel 2000:463 Jであると明言している
のである。
ちなみに星野勉は i(l)生活必需品の価格指定と品質管理、 (2)海外情報の提供、 (3)街
路照明、橋といった公共財の供給、 (4)公衆衛生への配慮、 (5)公教育の監督、 (6)公営の
救貧施設、病院の設置、 (7)植民地政策J [星野 1987:275Jというように紹介している。
また加藤尚武は解説書の中で「生活必需品の価格管理 (236節)、商品検査の公共的管理
(236節)、労働機会の斡旋 (236節)、義務教育の実施 (239節)、浪費者の後見 (240
節)、貧困、労働嫌いなどにたいする配慮 (241、242、243、244、245節)、植民政策 (2









るJ [Priddat 1970:102Jとした上で、 「ポリツアイは、何も強制¥きず、いかなる介入権
































































( g 248)に進出することによるものである。 [Riedel1970:87J 
ヘーゲルによれば、市民社会は消費者を求めて過剰な資力を持っていなかったり技術の
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(4) 1818/19年の講義録では、 ia欲求の体系と満足の手段(!i 90-!i 92) b司法活動(!i 104-!i I 
1) cポリツァイ(!i112-!i113)Jという区分になっている[高柳2000:249J。
( 5 ) [鷲田 1975:53・71Jを参照。
(6 )ヘーゲルは福祉概念を道徳の第二段階「意図と福祉DieAbsicht und das WohlJで論じている。
ポリツァイは具体的な行政論であるが、福祉は道徳論として論究されている。
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